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今日はコル、冷イユに於ける愛といふ題でお話することになってゐるのですけれども、、本当はコル、不イユといふ作家を口実にして、私がこれ迄愛について考へて来たことをお話する、と一去った方が適当ぢゃないかと思ふのです。克も、私
自身の愛 ついての考へを殺べるのには、コル、不イユは大変好都合な作家だと云へさうに思びますので、その意味では安心してコル、子ぺ--ユについて考へてゆけば良いのだと思ってゐま 。
そ'こでコル、
?A
・・ユの愛なのですが下愛と一民つでも、恋愛、祖国愛、親子の愛、権力愛、神に対する愛、神の人間に対
する愛、といふふうに、コル 不イユは色々の愛を書いてゐます。さうして、斯うした色々な種類の愛を、コル、九・
4
ュは、
請はい
4同じ一つの態度で、同じ比重を掛けながら書いてゐます。と一式ふのは、つまり、斯うした種々様々な愛を、その
間に何処か共通したところのあるものとして、ー
l
或ひは少くとも互に関連し得る性質のものとして書いてゐるやうに
考へられるのです。ですから、今日は先づ「ル・シヅ
γ」の主題になってゐる恋愛についてお話しようと思ふのですが、
このことは必然的にその後に続く「オラ
i
ス」に於ける祖国愛、「シンナ」に於ける権力愛と仁愛、「ポリウクト」に於け
る人間 神に対す 震、神 人間に対する愛、などに対するアントログュクシオンの役目をすることになります。で、これらの色々な種類の愛に対 るアントロデュクシオン 恋愛を撰ぶと ふこと コル、冷
f
ュの愛の源をル・シッ
ドに見るといふことはどういふ意味を有っかといふことについ 先廻りして一寸触れておいてから 具体的にル・シ
四九
五
。
係である、ッドの内容を検討して見ることにしたいと思ひます。
これらの一聯の愛の中で恋愛だけが個と個との関係であって、その他の愛はみな伺と全体、特殊と普遍の関といふことです。国に対する国民、親に対する子供、万人を支配する権力に対する野心家、君主に対する臣
といづれにしても包摂するものと包摂されるもの、載せるものと載せられるものとの関係にある
それは、下、神に対する人間、ものなのですがーーさうして、その意味で愛の有無に関係なく初めかち相互に依存し合ってゐるものなのですが、恋愛に於ける二人の恋人の関係はさうではなくて、互に独立した男女の閣に愛がある場合にのみ二人の間に関係が生ずるのであって、その意味で此 場合関係とは即ち愛です。同じことを裏から云へば、二人の関係がいつまでも絶え いとればそれは即ち二人の間の愛がいつまでも絶えないからです
c愛が消滅すれば当然元の無関係な状態へ還る訳ですむ
さうして、現実に二人が結ばれるか苓かは二人が相手を愛
LA
口ふことと、それから次に五ひに相手の漫を受け容れ合
ふ、といふ二つの手続きが成立 か否かに掛ってゐます
ι普通の恋愛ではこの二つの手続きは区別されてゐないので、
愛し合ってゐて、愛を受 容れ合はないといふのは如何にもナンセンス 聞えますけれども、コル、寸
4・ュは「ル・シッ
ド」の中でこの二つの手続きをはっきりと引き離し ・その聞 隔りを極度 、回復の道がない迄に大きくして仕舞ひました。つまり 愛することと愛されることとは違ふ だといふことの誇明を、コルネイユは「ル・シッド」の中で徹底的に追求した訳です。ロドリ
l
グがシメ
l
ヌを愛してゐることなら、誰よりもロドリーグ自身が識ってゐる。識ってゐ
るからこそ彼はシメ
l
ヌの父親を殺したのです。殺すことによってシメ
l
〆から愛されることを担んだのです。これと
全く同様に、シメ
l
ヌはロドリ
i
グへの愛を自覚するが故にロドリーグの裁きを王に要求してロドリーグに愛される望
みを自分に禁じたのです。このやうな愛することと愛されること 互に矛盾するやうなシテュアシオンの発見が「ル・シッド」の劇としての勝利の第一条件と ったのでせうが 叉同じことがコルネイユに於け 恋愛の線本的な性格を決定的な形で我々に示 ゐると一去って良いのではないか 思ひます。
この二人の恋人が夫々自分の中に相手に対寸る愛を認め、
日一方で、受とは受し漫されることではなくて愛すること
だといふことを認めるならば、彼等はもう受されぬ故に愛することを止めるわけにいかないのです。たとへどんなに辛くても、苦しくても愛しつづけなければならないのです。間分の中に愛があることを自分で認めること、た愛に於けるすべての振出 です。さうして、
これが斯
7
し
これが自分の内を見ること、一所詣るしブレケシ才ン、或ひはプントロス
ベクシオンといふものであることは勿論です。だから愛に捕へられるとは取りも直さず、自己に捕へられること、自己の意識から限が離せなくなることです。これを約め 一式へば、愛は自己へ 目覚めの一つの形式だといふことになります
oさうしてこの時ーーー即ち自分の中に愛してゐる自分を発見する時、自己を精神として自覚することによって、恋愛
の中に於ける自然的な要素 決定論的で運命的 、一度捕へられたらもうどうす こども出来ぬやうな恋愛1||ラシーヌ・ 恋愛はさういふ恋愛でせうが||愛のさういふ要素からの超践が実はすでに此処でなされてゐるのだと考へられますoζ
れは愛に於ける自由、即ち自由意志によって統御され、推進され得るやうな愛を認めることです。換告白するなら
ば、愛があること(寄 を認める き 必然 に愛のあらね な ぬあり方
22
。町小片岡与をも叉認めなければなりま
せん
o
此の場合品。
g-H25
とは先に殺ベた「愛とは愛し愛されることではなくて愛することだ」といふ言葉がそれに
当ります。此の言葉は愛 愛することだ 肯定の形 、愛とは愛し愛されることではないといふ否定の形とを合んでゐますから、「愛と ることであ ねばならぬ」といふ母さ可
22
を一氏ひ去はしてゐるのだと一五へる訳です。と
いふのは、恋愛は愛し愛されることによって始め 成立つやうな要素を必然的に有っ を 、さうして
F」の言葉は愛の
さう 自然的な要素に対する苓定である 同時に、意志によって導かれ得 やうな愛の要素に対する肯定であります。以上を要するにコル、寸イ・ユに於ける恋愛の根本的特色は、それが意識の光に絶えず照らし出された自意識の一形式としての愛への意識であるといふこと、従ってザヤれは叉意志され得る変であ といふこ です。さうして「ル・シッド」はコル、不イユに於ける愛の斯うした棋木的性格を初めて明るみに出した作品であって、此の作品に於いて作者の限 変
五
五の現象形態といふよりは寧ろ愛の本質に向げられてゐる、請はど.此処には愛の存在学がある、といふ意味でコルヰイユが書いたその他の様々な愛 みなこ 作品を一、方に考へ こと巳.よって初めてその意義を充分に理解することが出来るのだと云って良いのではないかと思ひます。コル、?ペ・ユの悲劇はよく愛と義務との葛藤の悲劇だと一試はれますが、もしもその場合、愛と義務とが本質的に無関係なものだとするならば、こ 二つの葛鎌がドラム・アンテリユ
l
ルを形造る筈はな・いのです。コル、九・
4
ユの場合には今
申しましたやうに、愛は
23
であると共に、向凶
20
町
23
であり、愛は愛であると共に愛でなければならぬのです。つ
まり愛は義務を含むものなのであります。「ル・シッド」の筋を述べておきますと、カスティユ国の王フェルジナンの下にドン・ダイエーグといふ老ひた家来がある。これは嘗てはカスティユの国の支へであった程の武勇り士なのだが今は年老ひて仕舞ってゐる
o
これにドン・ロ
ドリーグといふ一人の息子がある。一方ドン・ゴメスといふ伯爵があり、シメ
l
ヌといふ一人の娘を有ってゐる。伯爵
は現在男盛りで、丁度かつて ドン・ダイエーグがカスティユの支へで った如く、今その豪勇によ 閣の干城を以って自他共に許された人物である
o
さうして彼等の息子と娘、つまりドン・ロドリ
i
グとシメ
l
ヌとは相思の仲で、こ
の二人の縁組は今にも公式に成立しよう してゐる。双方 家柄は申分なし、当の若い二人の立派さは親たぢの方で充分に・認め ゐる、といった具合で、こ 結婚については とも親と子と 聞で全然意見の喰違ひがありません。非常に目出度いことです。そして、 が此 劇 出発点です。
幕があきますと、シ
jl
ヌの婚約成立直前の喜びと不安の混り合った言葉があったあと、
ロドリ
l
グの父ドン・デ
イェ
l
グがシメ
iヌの父の伯爵に愈々公式に縁組みを申入れるべき宮廷の場で、ドン・ダイエーグが王子の師停に任命
されたことに対する名誉心 嫉妬から、伯爵はドン・ディエ
lグに平手打を喰らはして、その上、剣に手を掛けたにン
・デ
4
エ
l
グの剣をた
L去、溶して引上げます
oこれで父親同志が一瞬の閣に敵同志になってしまひます。年老びたドン
-J
アィエ
l
グにはどうすることも出来ません
o
彼に残された名誉回復の手段は息子のロドリ
l
グだけです
o
そこで彼は
ロドリ
1
グに復讐を頼みます。ロドリーグにとって親の恥は自分の恥です。しかし自分の恋は自分の恋です。この二つ
のものの矛盾が彼を絶望につき落しますが、結局、シメ
1
ヌの恋人たるものが名誉を夫った人間であってはならぬこと
だけは確かです。そこで彼は長いモノローグの中で快悩を告白しながら、
Bついに自分を励ましつつ伯爵と果し合ひをす
る決心をします。
これで第一幕が終り、第二幕に入ると、伯爵が宮廷の一室で、多少自分の血が逸りす軍たことは認めるが今となって
は後へは退けぬ、たとへ王の命令 も不名誉な謝罪などしたくない、などと不敵な言葉を決してゐるところへ青年ロドリ
l
グが一人で這入って来ます。伯爵はここで自分の女婿となる筈であった青年から身の程知らぬ挑戦の一言葉をききま
す。彼は憐閣を感じますが、挑戦に応じない訳には きません。二人は直ちに果し令ひの場所に出掛けます。一方、平手打の一件を聞いて不吉な予感に脅えてゐたシメ
l
又は、父と恋人が低い声で駕り令ひながら二人きりで出て行ったと
きいて、いきなり泉し合ひの場所へかけ出します。間もなく王のところへ伯爵がロドリ
i
グに殺されたといふ報らせが
来ます。そこへシメ
l
ヌが「お裁きを」と叫びながら走りこんで来ます。するとドン・ディエ
l
グがその跡を追って来
て、「お聴き下さい」と叫びます。恋人を処刑し くれと乞ふシメ
l
又と、息子が悪いなら自分を罰して呉れと一氏ふド
ン・ダイエーダとが、王を前にし 、今は全く公然 仇敵同志となって争ひ す。王は詮議を約して夫々引取 せます。自分の家の中で眼の前に現はれたのです。これが第二幕の最後です。第三幕になると、場所はシメ
i
ヌの館に移り、ロドリ
iグが閣にまぎれて此処に姿を現はします。乙の不意の出会ひ
はシ
λl
ヌを仰天させます。父を殺し、今は全く不倶戴天の仇敵となり、永久に相見ることの出来ぬ筈のロドリ
i
グが、
ロドリーグを此処に連れて来たのは愛である、がそれにも拘らず、二人は何
ロドリーグは自分の剣をシメ
i
ヌに渡して、自分を殺して父の仇を討
処泡も敵同志として向ひ合はねばならぬのです。
五
五回
って呉れと乞ひます
o今しがた宮廷で、王にロドリーグの死刑を要求したあなたが、いま斯うして最も手取早く仇が討
てるとさになって鷹躍 る必要はないだらう、といふロドリ
i
〆の理窟がシメ
l
ヌの恋する心を苦しめます。ロドリー
グは今はシメ
lヌにとって親の仇を立派に取った勇士であり、讃美の対象にさへなってゐ主す。「あなたの名誉のため
に自分を殺せ」といふロドリーグの言葉 彼女を苦しめるための一式草に過ぎぬやうに思はれる
o併し、彼女がロドリー
グを殺すごとを拒絶するなら、その理由は愛以外のものではあり得ないのであるし、そのことを認めるなら、彼女が王に恋人の処刑を要求した、現に要求しつつある、と ふ事実は、意味 、単な 世間体への配慮に過ぎぬものに見えて来ることを、他処限には勿論、彼女自身でも認め 訳にはいかぬやうに恩はれるのです。ロドリーグに殺された父の脇腹から流れ出した血が砂の上に書いた義務、ロドリ
lグが自ら立派に手本を示して呉れた父の仇を討つといふ義
務||それを果すことによっ のみ、今は完全な恋人となり 天下一・の勇者となって仕舞ったロドリ
l
グに畑応はしい
女になり得るやうな義務、若し彼女が自分のロドリ
lグへの愛を認めるならば、そのやうな義務は意味を失って霧散し
てしまふでせうが、同時に叉彼女はロドリ
lグのやうな完全無欠な恋人を有つ望みを永久に断念しなければならぬので
す。つまり彼女は、愛を認めるにしろ、義務を認め しろ、いやつれにしても恋人を失はねば らぬのです。さ して彼女は今撰ばねばならぬのです。併し彼女 撰ぶこ が出来ない です。何故なら、どちらを撲ぶにしろ、結果は彼女の衷心の願ひを裏切ることになる です。そこで彼女は残された唯一の道を撰びます。即 決断を遅らすことシメ
l
ヌは到底理窟にならぬやうな理窟でロドリ
l
グを去らせます。
シメ
i
ヌの館を立去ったロドリ
l
グの方もシメ
1
ヌに劣らぬ苦悶にもだへてゐます。彼の背しみはシメ
l
ヌの恋人た
るに畑応はしい者になるためにシメ
l
ヌの父を殺したのに、その結果はシメ
lヌを夫ふことになったからです。彼は、
斯うした不条理な運命を理解することが出来ません
o彼は父親に向って絶望と憤惑を告白し、死んでしまひたいとさへ
一式ひます。父親 それを宥めて、丁度カスティユに攻 て来たモール人の攻撃に ーグを向 せます。これが第三
幕の終りです。
第四幕は、
一夜にして救国の英雄になって仕舞ったこと
を、シメ
l
ヌが侍女の口から聞く場面から始まります。シメ
l
ヌは侍女の話をきき終ると、父の為の喪服に呼びかけて、
自分の愛を抑ヘ、義務をつくすカを借して呉れと独り言を一式ひます。
モール人を迎ヘ討ったロドリーグが素晴らしい働きをして、
次いで愈々ロドリ
lグの晴の帰還の場面です。主は有頂天になってロドリーグを褒めちぎります。
た受け応へをしてゐます。壬の所望によって彼は戦の棋様ーをくわしく話してきかせます。それがすむと、叉もやシメ
i
ヌが王に裁きを要求しにやって来たといふ報らせです。そこで王は、シメ
l
ヌの不運な恋を識ってゐますので、ロドリ
i
グを退らせ、シメ
l
ヂを呼び、喜ぶがよい、ロドリ
iグは大功を樹てたが受けた手傷のために死んだぞ、と一式ひます
と、シメ
i
ヌは顔色を変へて倒れか斗ります。〈
05-
一一目。宣明
52
品。
552
弓〉そこで王は、今は嘘を一式ったのだ、
併しお前の本当の願ひはよく判ったと云ひます 、シメ
l
ヌは忽ち陣容を立て直して、・いやさうではなくて、仇が死ん
だと聞いて喜びのあまり気が遠 な のだと弁疏をします。王が、そんな筈はない、今のお前の顔は、判然りと背痛を表してゐたぞと追求し すと、シメ
l
ヌは答へて、それは如何にも背痛でした、何故ならロドリーグが大功を樹てふ
死んだのなら、それは彼の名誉になるだけで、彼を断頭台の上で死なせたいといふ私の願ひは遂げられなくなるからです、と舌を廻して理矯を控ねます。王 埼があかぬ 見 、自分がロドリーグを庇ふのはお前のためだ、よく自分の胸
と申しますとシメ
l
ヌは怒って、父を殺した人聞を庇ふのが何で私のためになるか、ならぬ証拠に私は
ロドリ
i
グは遜つ
に問ふて見よ、ロドリ
lグと決闘してロドリーグの首を持って帰った男の妻になって見せますからお允し下さいと一氏ひます。王はそれ
を允します。する 即座に、その場に居たドン・サン ュ
il
これは以前からシメ
l
ヌに恋してゐた男ですが||この
ドン・サンシュが決闘の役を買って出ます。王はドン・サンシュでもドン・ロドリ
lグでも、勝った方に自分みづから
シメ
l
ヌを引合はせて夫婦の契りをさせてやらうと一式ひます。シメ!ヌは〈
Oza
一25
E
ぷ5-52
吋
EM
命包角田
ZZF
ご〉》一
五五
叫びます
?J
つまり、
五六
ロドリ
iグに勝った者と結婚すると一氏ったのであづて、どちらが勝っていも勝った者と結婚すると云
ったのではないと抗弁しようとするのですが、壬は、若しロドリーグが勝ったら女何はないところだらうと一去って取合、ひません。ここで幕になります。最後の第五幕に入ると、ロドリーダが叉云メ
l
ヌの館にやって来てゐます。この場は手取平く一式ふなら、第三幕にあ
った二人の出会ひ 場の繰返しです。ロドリ
l
グは今度は殺して呉れとは一民ひませんが、その代りドントサンシェに殺
されにゆくと云ひます。さうして、謂は父、自分で自分のエレジーを歌ってシメ
l
ヌに聴かせます。又もやシメ
l
ヌは
ロドリーグの死ぬのを阻止しなければなりません。即ち 義務が成就するのを邪魔しなければなりません。併し、今度は彼女の立場は前よれ
μも一一層むづかしいものになってゐます。何故なら、前の時には彼女は結局「殺すのはいやだ」
と云ひさへす ばよかったので が、今度はロドリ
i
グの死ぬのを阻止するのにはロドリ
i
グの考へを変へさせるより
他に方法がないからです。シメ
i
メはここを先途とばかりかき口説きます。あなたの名誉を考へて呉れ、あなたが私の
父を殺して私に望みを断ったのは、つ り名誉があなたにとって私より以上に大切だったからではないか。それ程大切な名誉が、若しあなたが殺され ら永久に廃れてしまふの
o私の父と闘った時のあれ程の勇気は今は今処へ行って
仕舞ったのです。ところが斯ういふシメJヌの懸命の励 し 言葉を聞いてもロドリ
i
グは一向に奮ひ立ちません。そ
れどころか、自分が死ん、だら後の世の人 、シメ
l
ヌに対する自分の恋を知り、叉シメ
i
ヌが自分の首を望トんでゐたこ
とを知って、自分がシメ
i
ヌの望みを適へるために死んだのだと一去って呉れるだらう、などと非常にセンチメンタルな
ことを一式ひます。シメ
i
ヌは困り果て斗仕舞ひます。そして遂に最後の言葉を口にします。即ち、あなたが私を愛して
ゐるなら、私をドン・サンシェから救ひ、私 義務を打挫き、私に沈黙を課するために闘って下さい。どうか勝って帰って下さい。賞品はシメ
l
ヌなのです。そして八
KFE2
一
25
♀]主私自ゆ『巳刊さ兵可含
ro
己。・〉
ます。残ったロドリーグは忽ち勇気百倍して本気でドン・サンシェとたたかふ気になりま
c
と云って逃げてゆき
さうこうしてゐるうちに決闘は行はれ、家で報らせを待ってゐるシメ
i
ヌの処ヘドン・分ンシュが血に染った剣を持
って入って来ます。シメ
l
ヌは恋人が殺されたのだと思って、のぼせ上ってドン・サンシ
Lを罵り、それから覚悟をき
めて宮廷さし 駆け出します。王の前に出ると、シメ
l
ヌは居並ぶ廷臣たちの前で、自分のロドリ!グへの愛を打明け、
γ
ン・サンシ品との結婚は免じて呉れと歎願します。しかし此処でドン・サンシュの口から、実は勝ったのはロドリー
グであって、ロドリ
lグが勝敗を決めないで置くためにドン・サンシュを‘殺さずにその剣だけを取上げてシメ!ヌに捧
げさせたのだときかされます。そこへ当のロドリ
l
グが這入って来ます。王女から、シメ
l
ヌにロドリーグを夫として
受入れるやうにと声が掛かり ロドリ
l
グはシメ
l
ヌの前に脆づいて、さうしてあなた 気が済むことなら、この
上の如何な 危険、如何なる苦 みでも受け せう。必要なら私の首を取って下さい。さうして、私の死後、時々はロドリ
iグが死んだのは彼があなたを愛してゐたからだ、と想ひ出して頂ければ結構です、と一式ひます。シメ
l
ヌはそこ
で夏めて王に向って自分 ロドリーグへの愛を認めます。が、今この公の席上で夫婦の契りを結ぶことは、父の血に乎を染めるといふ永久の機りを慮っ 御遠慮申上げたいと云ひます。王は答へて それはやがて時が解決 呉れるだらうから、その時期は限るまいが、き とロドリ
1.
グを将来の夫と息へと訓し、ロドーーダに向つては、今からモ
i
ル人
の国ヘ遠征にゆき、手功を樹て
L、なり得石ならばシメ
l
ヌにより値するものになって還って来るや・フに命じますと、
、ロドリ
lグは固い決意でそれを受け、希望があるのは自分にとって身に余る幸福だと答へます。
この劇の舞台はカスティユですが、これは絶対的な封建制度の社会です。君主と人民とが実際上の利益によって結びつけられた一つの有機的な社会の中での出来事 す。オクタ
lず・ナダルはその意義を忘れてはならぬと云ってゐます。
此処では君主に対する忠誠が結局は自分自身を守ることになります。忠義 尽すことは封建制度を維持してゆかうといふ保守的な徳を代表してゐます。つまり、現状維持の努力は徳 いふ名で呼ばれま 。ここでは、国 、守ゆくための武力 就中徳 中 最たるも です。だから此のやうな社会は本質 男の社会で 少々の粗暴さや乱棒は
三7i
七
7ゴ.
八
男たる者の徳だと考へられ、
∞gHEMg?
を理解することは女々しいと軽蔑されるやうな社会です。明うしたシェパリエ
の社会ト
l
国家の干城を以って自ら任じてゐる人間がろよ/\してゐるやうな社会ば、だから本質的に女嫌ひの社会で
す。女性に対する侮蔑の社会です。そしてこのやうなカスティユの風土は、程度の差はあれ、コル、不イユが生きた十じ世紀前半 ルヰ十三世時代の風土であって、'さういふ意味で、当時コル、九・4ユの劇を見た人々は実はそこに当代の社会を見てゐたのだといふランソン 言葉はこの劇についても一式へることです。ともかく、ロドリーグとシメ
i
メとの恋愛が
生れたのは斯うした風土の中に於いてであったのです。さうして、此の劇の中で絶えず繰返される色。
5
とか
}552
吋
とかいふやうな言葉は、みな斯うした男が支配 る社会を維持し、守ってゆくといふ保守的な方向にむけられてゐるのですが、一方、ロドリーグ 社会の徳を皆持った、謂はど男性の権力 権化とも一式へる男が、この劇の最後にあるや・7に、シメ
l
スといふ一人の女の前に脆いて尊敬と服従とを誓ふならば、それは男性本位の社会を否定して
女性本位の社会になるといふ革新的な方向を示してゐるものだと云へるでせ し 叉事実、丁度此の頃に貴族のサロンに於いて発生した女佑が女性文化であり、これが十七世紀古典主義文学の特色|ーサンチマンを取上げてそれに出来だけ論理的な表現を与へるといふ特色を決定し と云って良いでせう さういふ十七世紀古典主義女学の第 歩は事実上この「ル・シヅド」によって始まったの すし 「ル・シッド」は即ち恋愛の発見 あったといふ訳 実際、ここにはコル、九・4ユといふ一個の人間 その生きた時代と 非常に幸運な、偶然的な一致があります。コル、小・4ュに於ける、つまり彼 ピォグ一ファイトに於け 明瞭な発展と呼べるものは、此のル・シッドに始まったのですが それと同時に十七世紀古実主義文学が歩き出 です
o
つまりコル、不守ユは時代そのものを生きたのです。併し又、「ル・シッ
ド」 於ける
t恋愛の自覚が自己の自覚の一つの形式であったといふことは、必然的に彼がその中に埋もれて生きてゐた
時代と彼自身との間に疎隔諦離を引き起します。時代の歴史が自己の歴史であるやう 生き方から、自分にだけ特別な歴史を持つやうな生き方へと抜 出て来ます。
つまり時代を抜け出して仕舞ふのです。さうしてこれが「ル・シッド」
によって彼に啓示された問題に忠実な生き方だったのです。が、その結果は時代に取残された流行おくれの作家として惨めな晩年を送らなければならなかったのです。彼が時代と.共に歩み流行作家として認められてゐた時期は「ル・シ叩ド」を書，いた一六三六年から五一年の「ニコメ
lド」迄であって、それから後八二年に死ぬ迄に十二の劇を書いてゐま
すけれども二度と以前の名声を得ることは出来ませんでした。彼がラシ
i
ヌといふ三十三も年下の幸運児を向ふに廻し
て、その成功に痛めつけられながら老ひの身に鞭打って劇作を続け
1自作が人気を呼ばないのを不思議がりながら一作
ごとにエグザマンを書 て自作が規則に当て飯ってゐるかどうか 綿密に検討してゐることを想べば一種痛ましい気がします。ランソンはさういふコルネイユを
SEgE
官即位。と一去ってゐます。それは兎も角として、この様な時代から見
すてられた晩年が文学史上稀 見る成功を博した此の「ル・シッド」と共に脹胎
L
たといふことは注目されなければな
りません
o
「ル・シッド」は恋愛を神聖視してゐる劇ですが、脆年の作、五二年に書かれた「ベルタリット」以後の諸
作では、恋愛は軽蔑されてしまってゐます。こ 恋愛の神聖視から恋愛の軽蔑への移りゆきの中にコル、午イユのピオグラフイーがあるので 。恋愛の軽蔑の例を一つ挙げておきますと、「セルトリウス」(六二年)女王が勇将セルトリワスと
r結婚しようとして云ふ言葉に次のやうなのがあります。
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(大意、私が私の義務を知り、叉、私達の結婚があなたの権力を増大させるとするなら、私の心など問題ではありません。あなたは私の心に愛情の徴しを求め、その徴しを、私の心が暴君に挑戦し、自分の運を拓かうとして尽す努力よりも大切に思ふほど卑しい男にならうといふ ですか。やめませう。殿様、吐息とか恋の焔とかいふ卑しい話題は小人どものために残しておきませう)
-斯ういふ具合に恋愛は軽蔑されてしまってゐますが、これは政治的野心のために||マキヤベリズムのために恋を犠牲にしてゐるのであって、コル、斗イユの後期の作品に共通した現象です。さうして、此処で彼は「ル・シ
γド」によっ
てそれを苓定して出て来た筈の恋愛の軽蔑へ叉帰って来てゐるわけです。これは当時の劇壇の雄であった
O巳
E
己円
(EME-4PHgur
∞∞〉に於いて恋愛が唯一の美徳だと考へられてゐるのを考ヘムロはせると、、時代に対して正に逆コースを
歩んでゐるわけです。そしてこの逆コ
i
久は運命的です。といふのは、「ル・シッド」に於いて恋愛が自然であると共に
価値であるといふやうな矛盾として把握されたからこそ、彼はさういふ解けぬ矛盾を、つまり問題を生きなければならなかった、そし が自分に目覚める自覚 道であったのですし、叉、一度自分自身の問題を忠実に生き始めるならば、必然的に時代から離 、見捨てられるといふ運命をも覚悟しなければならないから の問題はもっと具体的にお話しなければいけないのですが、時間がありませんの 今は れ位に おきます。出来.るならこの稿の続編でこの発展を辿ってゆく計画 す。話が脇道へそれましたが、今申しましたやうに「ル・シッド」に於けるカスティユといふ舞台によって表はされる女嫌ひの社会はコル、寸
A・ユにとって仲々因縁の深いものなのですが、「ル・シッド」の主人公ロドリ
1.
グにとっても此の間
の事情は同様ですむ彼が命を賭けてシメ
l
ヌに恋するためには、その前に王女のロドリ
l
グに対する恋が必要だったの
です。王女の言葉を引用しま寸と
巴目。巴目。門戸。口問。円四巴
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口出。
L立ち耳目
4tZ2-2
】ロ品。門古一口一
へシメ
l
ヌはドン・ロドリーグを愛してゐる。彼女はロドリ
lグ主私の手から受取ったのだ
υド〆・ロドリーグは私によって恋
に対する軽蔑の念に打克ったのだ
J
ζれに拠って見ますと、
(〉司
ZHa
∞?口)
ロドリーグは初め恋愛を軽蔑してゐたが、王女が二人の仲に立って呉れたので始めて恋に対
する考ヘを改めて真面目になってシメ
l
〆に恋し始めたといふわけです。王女がこの封建社会の名誉の象徴であること
は一氏ふ迄もありません。請はど男本位の社会から批准されて出来た恋愛だったわけです。二人の恋愛が成立するにはこれだけの千問が掛ってゐますそして、父親同志が平千打の一件によって仇敵同志になると子も叉仇敵同志になるのは矢張りこの封建的な従の道徳によってさうなるのですが、その場合、恋人が恋人でなくなるのではなくて、恋人同志で居ながら同時に仇敵同志になるのです。これ 勿論むづかしいことです。第一幕の最後の場に出て来るロドリ!グの長いモノローグは斯ういふ困難な愛を引受ける能力が自分にあるかどうかを自問してゐる人間 苦しみの告白です。ここではロドリーグは伯爵を殺すべきか否か論理的な結論を出すことが出来ません。併 、それにもか斗はらず彼は伯爵を殺す決心をします。何故なら、彼の信ずる道徳 は決断に迷ふこと自体 男の恥なのですから。こ 気持はシメ
l
ヌによっても第三幕で充分に受け入
れられ理解されてゐま
J
しかも、若し復讐を断念するならシメ
l
ヌの軽蔑に値する男に成り下ることは受け令ひです。
かうして彼は伯爵を殺しに出掛けます。つまり心の愛を夫はないために、実際 愛を失ふやうな行為をしに出掛け
o
t ここで彼は自分の愛を全く憎悪の形で表現しなければならぬやう 場合も有り得ること 事実上認めた訳で ?・普通の場合、愛と愛の表現とは一聯のものです。愛し合ふ人聞は互に優しい言葉をかけ合ふとか、愛撫し合ふとか、その他。何でも心の愛を詮明す やうな愛の行為をす 。さういふ行為に媒介され 心 …愛が深め れる。つまり 愛の行為が互ひの愛を育てるといふのが通常の恋愛の姿なので 。愛を動機にした行為は心の愛 証明であるといふのがノ
.... 
ノ"
ー，_
ノ、、
!?ルな愛の姿です。
ところが、若し何処から見ても憎悪としか思へない行為に出遭って、
しかもその動機が愛である
ロドリ!グが父の伯爵を殺したことによってシメ
l
ヌに負はされた
ことを理解しなければならぬとしたらどうでせう。困難はまさにそれだったのです。
いやつれにしろ愛を詮明する材料は完全に欠けてゐます。あるものは憎しみを詮明すベ
きヤ〈を殺されたといふ事実だけです。それでも猶且そこに愛を見ょうとするな'らば、それは信ずるより他に仕方がないのです。信ずること よって愛を在らしめるのです。叉或る点から一氏ふならば欲することによって在らしめるのだとも云へませう 疑へばいくらでも疑へて切りのないことだから信じなければならないのです。欲するのだか 意志的であり意忘される愛である 一式へますし、叉愛が愛の行為 して現に与へられてゐないのだから、それは未来的な愛であると云へるだらうと思ひます。此の時、シメ
l
ヌはロドリーグの中に
1謂はいム自分の欲するま斗の愛の(或ひは憎悪の)
在り方を予想することが出来ます。つ りシメ
l
ヌはこの時自由である訳です。このやうな自由はつまるところ、二人
の問に愛の詮明が存在しないか応に他なり せん
Q
'ここで一寸想ひ出されることはスタンダ
lHH
の「バ九ムの併院
L
の終りの方で、ブァプリスとクレリアが命を賭けた
様々な危険を冒したあとで漸く相見る機会が出来る。そこ 二人は毎晩二人きりで会ふわけですが、そ ときクレリアの方が以前にマドンナにたてたブァプリスに自分の顔を決 て見せない ふ誓ひをこの時 なっ 実行しようと るといふことです。スタ ダ
lルは何の説明もしてゐませんが、この恋人に顔を見せないといふ誓ひは非常に意味深く思
はれます。二人が れ迄自分達の愛の めに命を賭けて乗越え打克っ 来た数々 危険な障碍を想 な ば、
ll
さう
して、そのために費された情熱の烈しさを恕ふならば、 で二人が完全な幸福を得 ことは当然許されてよいと思はれますのに、クレリヤぱ、恐らく自分自身にも理解し得なかった あらうと思はれるやうな理由から、プァブリスに自分の顔を見せない 笠宮ひをマドンナにたて 、暗閣の中でばがりプァプ
η
スに会ふ。ブアプリスが先づ第一にその
フアプリの悩みを見てクレリアも本苦しんでゐます。そして彼女は結局この誓ひを守れなかったために死
ことを悩み、
んで仕舞ひます。恋人に自分の顔を見せないための暗闇。これは恐らく彼等の愛には愛の詮明が存在しないーーといふか、むしろ愛の詮明が在つてはならぬことの象徴なのだと思はれます。完全に許し合った二人の聞では、顔を見せることがすなはち愛の詮しなのですから。逆説的に一式へば彼等の純粋な愛の幸福には不幸さへ欠けてゐなかったのです。叉このやうな不幸こそ彼等の愛 幸福の詮明である も一氏へるでせう のやうなものが一般に信ずることによって成立つ愛の現実に於ける在り方でありませう。話を一克へ戻しますと、今申しましたやうに、ロドリ
l
グが自分の父を殺したといふ行為を愛の行為だと
判断したとき、彼女は自由 した。このとき彼女 同時に愛と愛の表現が矛盾するといふことを事実上認めたわけです。これと全く同じ事情が引続いてロドリ!グ 方にも起って来ます。シメ
l
メが王にロドリーグの死刑を要求するといふ
のがそ です。普通なら憎しみによって為される筈の行為を震によ 行為だと判断するには、一変と愛の行為を、ーー一般的に一広伐ば、内容と形式、本質と存 とをはっきり区別して考へるこ が出来なければなりませんし、叉袋一の木質を問題にする限り、外部にあらはれた行為そのも を不問に附し 、即ち無視して斥けて仕舞はなければなりません。
このやうにして、ロドリ
i
グはシメ
l
ヌの父を殺すといふ全く逆説的な形で愛の行為をする。これはシメ!ヌにとっ
ては解かねばならぬ謎であり、それに正確な解答を出すためには、先づ自分で自分の解答を信じなければ らぬやうな謎なのですが、シメ
i
ヌはそれに対して見事な解答を与へた。つまりロドリーダの死刑を王に要求寸るといふ形で、同
じ謎をロドリーグに投げ返すこ によってです。これは余りにも正確 、叉余りにも残酷な解答です。そしてここに二，人の聞に理解に基く愛が成立ったわけです。若しここに愛の証明があると一式ひ得るならば、それは憎しみといふ形による愛の詮明ですし、愛の詮明はないのだ いふなら、確か さういふ 無い この時からロドリ
l
ゲとシメ
シメ
l
ヌが、
ーヌの恋愛は判然りとプラトニック・一フヴの性格を具へて来.ます。2521pgEAg
といふものは一所謂片想ひではありません。そこには互に理解し合ふこと、
互に相千の愛を認めん口ふ
ノ\
六回
ことさへあるのです。しかし愛の詮明が欠けてゐるのです。つまり愛を詮一明するやうな行為が不可能なのです。愛の行為が不可能だといふのは、若し愛の詮明 あるならば判断の自由がないからです
o憎悪だと恩ふべきものを愛だと思ふ
には自由意志が必要です。叉逆に相手に愛の詮明を求めることは何よりも相手の自由への侵害です。愛といふものを互に所有し令ふことだといふふうに定義して仕舞ひますと、これは取りも直さず畑乎の自由を奪ふこと、つまり相手の人格を無視することになります。アムール・プラトニックといふも は斯うした愛し合ふことに本質的な矛盾に対して敏感な一つの解答だと云へるでせう
oそこには第一に相手の人格に対する深い尊敬の念と、次に自分
の愛の肯定、||愛そのものへの敬意
il
一式ひ得るならば愛といふ観念に対する尊敬があります。コル、
?4
・ュの劇を一
口に愛と義務との粗別であるといふふうにはよく一試はれ が、そこには非常に誤られ易い危険があるや・
7
に思はれま
す
o愛と義務とが全然無関係で、選ったオルドルに属するものだとするならば、愛の上に義務といふものが突然天災の
やうに振り掛って来るものだと考へなければなりません
o愛があるなら義務は立たないし、義務をたでれば愛は消えな
ければなりません。これでは愛 於け 自由意志 ものは有り得ないわけです。コル、寸
4
ユの劇の
P義務といふのは、
さうではなくて実は の在り方 規定なのです。もっ 正確に一式ふ ら 逆説的な在り方を意味 るものです。さうして一方、愛と義務と一試はれる場合 愛 いふ一言葉は愛の直接的な在り方を意味してゐます。この二つの愛の在り方矛盾が劇になってゐるわけです。恋人 父を殺すといふ行為、恋人の死刑を要求するといふ行為は 人 恋人にとっては飽迄愛の行為です。しかも其 やうな の行 によって二人は、現実に於いては対立し令ひ、争ひ合ふといふ形になる。ロドリ
i
グとシメ
l
ヌは夫々愛そのものの本質的な矛盾を悩んでゐる
o
さうして彼等は自分遠の胸の中の内的
な矛盾が自分達二人の対立といふ形で現実化さ て来る を限 あたりに見 外は内の形象化されたものです。さうして二人を結びつける原理である筈の愛を守るために二人 引離されてゐ
o内は外の抽象化です。例へば
第三幕でロドリ
I
グとシメ
lヌが向ひ合って争ふのを我々は見る。我々はこの二人が夫々心の中に持って‘ゐる矛盾を現
実に'見~てゐるのです。だから我々は此の劇を
E当に内部の劇と呼び得るのです。
'zそこで概括的に申しますと、.すべての愛の誇拠〈すなはち外的なシイニユ)を軽蔑して仕舞ふことによって主観の自由、信ずる'ことの自由を確保し、，愛を全然内的なものとして確立し終ったとき、||即ち愛とその行為、内容と形式の絶体的な矛盾を許容したとき||現実に於ける二人 遠く隔った存在の仕方そのものが愛の保証 なります
o愛が神聖
なものであるだけ二人の間の距離は神聖 といふことになります
o別の一言葉で云ふなら、愛の最高の形式は別離である
といふしことです。この点、こ 劇の結末は紛れもなくプラトニックな結末です
o
即ち王は二人の将来を約束させながら
立ドリ
l
グをそ
lル人の国へ発たせてやります。又もやここで別離です。現実に遠い処ヘ行って仕舞ふのです。で、こ
れはこの劇の結末ですが、事件そのも )問題そのものは未だ終ってゐません。この終りがない いふこと、完結出来九九いといふことはアムール・プラトニック 大 な特徴だらうと思 れます。よく謂はれる「永遠の愛」といふ一言葉もそこを云ったものだらうと思ひます。大体このやうな愛に決定的な満足がないことは一式ふ迄もありません。これは愛を欲するから存在するやうな愛なのであって、愛されるから存在するやうな愛ではない
01む'しろ愛の逆説的な・在り方を撰択して実際には愛されることを拒ん
でゐるわけですから愛 代償を受取ることはない
1強ひて代償を探すなら、大きな犠牲と苦 みとを払って漸く純粋に
保ち得た愛といふ観念がそれだと一式へ せう。若し、将来実際の満足が得られさうもないといふ理由で、これ進支へで来・た純粋な愛の観念 自ら揚棄するなら、それ 将来だけでなく過去ヘ遡って出発点からの自分 の べての努力を無意味だっ として仕舞ふ とです。愛 代償がない いふ運命は 自ら愛 逆説的な在り方を自由意志で択 だとき、すでに受入れられてゐた筈です。さうし 背しみを自覚的に受入れたが故に成立った愛であった筈です。，それなら、自然に忘れて仕舞ふことが出来れば一番世話はない訳ですが、これもさうはう くゆきません。こうした愛の出目発点は愛じてゐる自分を発見 ることにあり、さう てそれは自分 目覚める自己意識 一形式だといふことは
六五
六ムハ
一番はじめに述べましたが、
一方忘れるといふことは、心理学者の出
g
己
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宵の一宮町葉を引きますと、
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M∞〉(忘れるとは何よりも自己を忘れること)なのです。
だから愛を忘れるとき、自己に目覚めることによってはじめて二人の恋人に開かれた価値の世界全体を忘れ去るこどになります。それは自分を無意味の世界に連れ戻すことです。彼等が努力して来たのはこの努力を措いて他には意味がないことに目覚めてゐたから 他なりません。だからこの努力をやめて他の努力に移ることは出来ないわけです。恋人を失った人聞が「 べ を忘れて仕事に一生を捧げます」 云ふ場合、それは恐らく、「この恋だけは忘れないで、それに値するやうに仕事をします」といふ意味でせう。逆 一式へば、何かの努力があるかぎり、叉努力が全人格にか
L
はるも
のであるかぎり、それはすべて自分の愛と連りを持ち 自分の愛を絶えず思ひ出させるものであ 筈です。以上申しましたやうに斯うした一般にアムール・プラトニックと呼ばれる恋愛はその本質上から、終ることを得、ず、叉忘れ去られることによって消え去るこ もなく、叉決定的な満足を得る もなく、唯そこには全然愛に相反するやうな行為、或ひは現実の生活を絶えず に結びつけて者へる
ll
つまり瞬間々々に更めて愛を捨引い直してゆく意志の努
力があるだけです。それは発展を有たず唯純化さ てゆきます。そしてこのやうな愛に於いて二人の恋人が会って別れ・るとき、それは必らず永遠の別離とし 意識されるでせう。のみならず、二人が会ふといふことが既に多少とも信じ合ふことによって成烹った愛の純粋さを損ふものであ 筈 す。だから第三幕でロドリーグがシメ
l
ヌの館にゐるのを見
ることは我々に意外の感を起させます。シメ
l
ヌには、それは勿論嘗って約束されたことのたい約束に対する違背行為
だと写った筈です。しかもロドリーグは自分の肯 取れと要求します。二人の間ではすべては逆説だととらなければならないのに、さうしてそのことは既に互に了解済みである筈 のに、刑を要求したことだけには逆説を認めないので 。これは正にシメ
l
ヌの信頼を裏切るものです。
ロドリーグはシメ
l
ヌが王にロドリーグの死
すクタ
l
ヴ・ナダル
はこの場を脅迫 場だと一広ひます。シメ!ヌにとって、自らロドリーグの首を取ることが出来ない理由は愛以外に有り
得ないのですから、
ロドリ
lグの要求は「私はあなたを愛してゐる」といふ言葉を目あての脅迫であるわけです。シメ
l
ヌは遂に「私はあなたを決して憎んでゐません」といふ否定的な形でそ、のことを云ひ表はします。即ちロドリ
i
グは
否定的な形で愛の詮しを得たわけです。これは逆説によって成立つ二人の愛そのものにとっての危機です。直説逆説のいづれか一・方に決めて仕舞はなければ実際の解決は有り得ないのですが、決断することは、実は意志に基くこの世界全体の否定、意志そのもの 杏定になります。だからこのやうな世界で最も大き 特権を与へられて るのは意志でありますが||ブリェンチェ
l
ルはコルネ
4
ユ
の劇全体をも。江田
gtg
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ゆだと定義づけてゐます
111
叉そのやうに大きな権能を咋へられてゐながら決断を
禁じられてゐるとしたら、意志は叉一番の被害者だと云へるでせう。謂は父意志はここで自分自身を持て余してゐる訳です。第三幕から第五幕へ けて、此 劇が何か衰弱してゆくやうな印象を与へるの 、主人公が目覚まされた意志をもちながら、決断を禁じられてゐる宿命を自覚 る らです。そこに我々 意志が自己自身に向って奏で エレジーの悲哀を聞いてゐるわけであります。
ル・シヅドの中で愛が擬人犯されてゐるところがあり、これはコル、
?4
ユ独特の現象だと考へてよいものなのですが、
これは愛といふ観念が人聞から独立して在るといふ考へ 準備す もの 併しル・シッドで ともかく蕊人への忠誠は愛への忠誠を意味してゐる ですが、数年後のポリウクドではこの二つが矛盾する場合が取上げられてゐま 。ここでは愛即神です。ル・シッドで人間にとって殆んど実行不能の愛に迄高められたものが、。ホリウクトで神から与へらかる愛として送り返されて来るわけです。そのことについ は後日に談り皮く忠ひます。
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